
多度地区小中一貫校整備事業 第 10 回開校準備委員会 会議概要 

開催日時  令和 5 年 7 月 29 日（土） 10：00～11：30 

出席委員  25 名中 22 名 

 

1. 開会 

2. 議事 

（１） 多度学園『校歌』作成について 
 

① D 案*1の関係者による説明 

 

委員長：前回、校歌作成について、事務局の方から D 案の提案があった。Ｄ案の方法で校歌づくり

をチャレンジしようという中で、皆さんからのいろいろなご意見を伺い、まずは一度作って

みてはというご意見をいただいた。本日は、直接、Ｄ案の関係者からお話伺う機会を得たの

で、まずはそこからスタートさせたいと思う。Ｄ案の関係者の皆さま、よろしくお願いした

い。 
 
 

Ｄ案の関係者：（説明） 

委員長：ありがとうございました。少し専門用語もあったが、全体としてはわかりやすく説明してい

ただけた。今日は皆さんのお顔を拝見することができた。現状を話していただいたので、逆

に安心してお伺いできた。会場から質問があれば、受けてよいか。 

事務局：せっかくの機会なので、ご質問があればお受けしたい。説明の内容ご理解いただけたか。 

委 員：（発言なし） 

委員長：私からお伺いしてよいか。 

事務局：よい。 

委員長：このような機会は滅多にないと思うので、聞いてみたい。この作詞作曲のプロセスの中で、

D 案が最も力を発揮してくれるのは、多くの皆さんの様々な意見を集約するプロセスその

ものではないかと思ったが、そのような理解は合っているか。 

Ｄ案関係者：はい、そうですね。（自分は作詞に関わる担当なので、）作曲の方ははっきり答えられな

いが、少なくとも歌詞作成においては集約するプロセスの研究がある。今回の方法もその

ような要素はあるが、今回の作成は、開校準備委員会等と共創する形式をとりたいと考え

ている。 

委員長：ありがとうございます。わかりました。共創を大切にされているのですね。 

D 案関係者：多度の校歌を作るという熱い思いを入れていただくところは、皆さまにお願いしたい。 

委員長：はい、ありがとうございます。それでは、D 案関係者の皆さんには、ここで退出される。引

き続き、よろしくお願いしたい。 

D 案関係者：（退出） 

委員長：今のご説明を伺い、多度の新しい学校に相応しいような、先進的な方法で校歌を作る機会に

なると感じた。今日、直接話を聞いて、初めてこういう方々と一緒にやるんだというような

*1）D 案とは、第 9 回開校準備委員会にて、事務局が提案した校歌の作成方法を表す。 

D 案については、調整中のため、ここでは詳細の説明を差し控えさせていただく。 



ところがわかったかと思うが、D 案の皆さんと一緒に多度学園の校歌を作っていくという

方向性でよろしいか。 

委 員：（発言なし） 

委員長：目の前で頷いている方もいる。私は、まだどんな成果が出てくるのか見えないが、新しい技

術をこの校歌に込めるというが、最終的には多度学園に通う子どもたちが、ああよかった、

いい校歌ができた、と思えるようになることを期待して、もう少し作成を進めていただきた

いと思う。それでは、校歌に込める具体的な言葉については、いろいろと思いがあると思う

ので、事項書②の校歌作成に係る基本的な設定について、事務局からか提案をいただきたい。 

 

 ②校歌作成に係る基本的な設定について 

事務局：（提案） 

委員長：主な工程について説明があった。最終的に今年度中に最終案ができるといいという流れであ

る。構成など、細かい話もあったがいかがか。何かご質問やご意見あればいただきたい。 

委 員：（発言なし） 

委員長： いかがか。 

委 員：（発言なし） 

委員長：それでは、設定に関しての議論、発言はないようなので、もし何かあれば、引き続き発言し

ていただきたい。関連すると思うが、事項書③に進みたい。 

 

 ③キーワード等の公募について 

事務局：（提案） 

委員長：何かご意見はいかがか。 

委 員：（発言なし） 

委員長： いかがか。 

委 員：（発言なし） 

委員長：今回の応募資格は、多度地区に関連している皆さんか。 

事務局：はい。 

委員長：多度に在住ではない方は応募できないか。 

事務局：卒業生に関しては、現住所がなくても許容したい。多度地区の関係者ということで、多度に

勤務されている方、教職員も含めてであるが、その方にも多度に思い入れがあると理解させ

ていただいて、許容したいと思っている。そのような意味で、所属を明記いただけるように

している。 

委員長：他にはいかがか。 

委 員：（発言なし） 

委員長：では、質問もなさそうなので、提案ベースで進めさせていただくということでよろしいか。 

委 員：（発言なし） 

委員長：ではコメント、発言もなさそうなので、皆さんこれで進めるということだと受け取る。先ほ



どから説明あったように、新しい方法であるが、企画委員会がきちんと立ち上がって、そこ

でのやり取りでいろいろ進めていただけるようにしたいので、よろしくお願いしたい。議事

としては以上である。 

 

３．閉会 

（以上） 

 

 

 

 

 

 


